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事例3 教育者鷹見久太郎
きゅうたろう
との交流
1 鷹見久太郎のこと
近年，出版文化史の研究分野でしばしば取り上げられるようになった注5出版プロデューサー編
集者に鷹見久太郎（写真13）（明治8年 1875～昭和20年 1945）がいる。彼の，独歩社（国木田独歩の経
営）を皮切りにして自身の経営した東京社で残した事蹟は，近代出版史のなかに大きな足跡を残した
といっても過言ではない。すなわち，彼が編集を手がけた雑誌のなかでも殊に力を注ぎ，世に送り出
した雑誌『婦人画報』『少女画報』『コドモノクニ』注6は，婦人，少女，子どもを読者にもつわけで
あるが，女性と子どもを対象とするこれらの雑誌に対する久太郎の思い入れはひときわ強かったよう
に思われる。
2 鷹見久太郎と出版
久太郎は別稿を設けなければならないほど多彩な仕事をした人物で
あるが，ここで彼の略歴を紹介しておく。
久太郎は，明治8年（1875）鷹見忠宗富貴夫妻の長男として古河
長谷町（現，茨城県古河市中央町）の屋敷（現，鷹見泉石記念館）にて誕生。
古河藩土井家旧臣鷹見家の嫡男である。7歳で父を喪い，母の手で育
てられる。18歳で東京神田錦町の錦城学校注7を修学。明治 28年
（1895）20歳の時に文学で身を立てようと東京専門学校（現，早稲田大
学）文学科に入学するも，故郷の母から戻るように懇願され，明治29
年末から翌年初め頃に中退。東京での生活を断念し帰郷。藤懸初子
（土井家旧臣古河藩士藤懸家子女）注8と結婚する。明治32年頃から古河
高等小学校で教員となる。その後，夢破れて帰った故郷での教員の生
活に絶望し，時事新報社への入社のために上京をしているが，親戚の
反対にあい断念して帰郷したということもあった注9。
しかるに，明治33年になると故郷での生活や結婚生活，家庭に自足を見出し注10，創作活動にも
意欲を示す。この頃，久太郎と同じような境遇を経験した野口雨情とも親交を深める。こうした交流
が後述する『コドモノクニ』その他の雑誌編集に大いに活かされていった。『古河郷友會雑誌』第13
号（明治33年3月）に思水注11の号で散文詩を発表。その後，明治39年までの間に，『明星』『半秋』
に短歌，『第二明星』『小柴舟』等に散文詩，『新古文林』に小説，詩を発表している注12。
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写真13 鷹見久太郎
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明治39年（1906）2月，31歳の時，彼にとって大きな
転機がおとずれる。専門学校時代からの友人である窪田空
穂の紹介で近事画報社に入社することになったのである。
7月，同社が経営危機となり，当時の編集担当者であった
国木田独歩があとを継ぎ，これより同社は独歩社となる。
明治39年の『古河郷友會雑誌』注13に「鷹見久太郎氏は
独歩社に入られ大に健筆を振はるべし」とあり，出版人と
しての活躍がうかがわれる。
ところが，明治40年（1907）2～3月，独歩社は経営難
に陥りはじめ，同年6月，独歩は最後の『婦人画報』を発
行して，独歩社のあとを鷹見久太郎に託す。久太郎はこの
年，東京に東京社（写真14）を創設し，同年8月『東洋婦
人画報』注141号を出版。『婦人画報』の臨時増刊号として
出版した『皇族画報』がベストセラーとなり，東京社は経
営基盤を固めることになる注15。
明治41年8月『古河郷友會雑誌』注16によると「鷹見
久太郎君，同君の経営せる東京社の事業益々盛大に赴き，
婦人画報の如き家庭の好伴侶として頗る士女の喝采を拍し
居れりと，尚ほ同君は今春家を挙げて東京に移られたり」とあり，事業が軌道に乗った時，単身赴任
の身から，家族ひとつ屋根の下に暮らすことが可能になったことがわかる。明治42年3月を最後に
『東洋婦人画報』を「婦人画報」の名にもどす。
明治45年（1912）1月『少女画報』，大正6年（1917）『婦人界』創刊。大正8年（1919），新しい子
供向け雑誌を企画し，『婦人画報』にもたびたび執筆していた教育者の倉橋惣三（明治15年 1882～昭
和30年 1955）に相談し，外遊先から外国の絵本を送付される。大正11年（1922），鷹見久太郎みずか
らの編集による『コドモノクニ』創刊。編集顧問に倉橋惣三，童謡顧問に北原白秋，野口雨情，作曲
顧問に中山晋平，絵画主任に岡本帰一，編集主任に和田古江が久太郎のもとに集まったのである。
大正12年（1923）関東大震災にて東京社類焼。昭和2年（1927）年7月妻初子卒。昭和6年（1931）
東京社から退く注 17。昭和 19年（1944）空襲で被災。自邸と東京社関係書類を失う。昭和 20年
（1945）11月古河長谷町の屋敷にて永眠。
久太郎の一生をふりかえると，早く父を亡くしたという生い立ちが20代の彼に大きな挫折と絶望
をもたらしたことが浮かび上がる。一家の長として家と母のために生活しなければならなかった苦悩
の時期を経て，故郷古河での生活や家庭，みずから詩作すること，自足することを見出す。その後，
編集者としてのチャンスを手に入れ，東京で再出発を果たし，近事画報社，独歩社を経て東京社とい
う会社を設立，経営者としてそして何よりも編集者，出版プロデューサーとしての成功の道を進んだ。
文学で身を立てるという夢をあきらめる挫折を味わって新しく出発した久太郎だったが，彼は，自分
が実現できなかった実作の世界を，雑誌というメディアを通じて編集，プロデュースするという新た
な表現の手段を手に入れたのであった。立場こそ違うが，新たなアプローチの方法で実作の世界とか
かわりを持ったことになる。
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写真14 東京社社屋玄関
東京京橋畳町にあった。玄関の左
右の扉に少女画報，婦人画報と書
かれているように見える。
彼が編集，出版を手がけた『婦人画報』『少女画報』『コドモノクニ』などは，女性や子どもを読者
とする雑誌である。この三誌が，女性と女性が生み育てる子どもすなわち，女性と子どもというテー
マを共通してもつことは，幼いうちに父と死別し，母に育てられた久太郎の生い立ちと深いかかわり
があったと捉えることができるであろう。鷹見久太郎の『うきくさの日記』注18には，「八才の時か
ら一人の手に養育られた僕です。考へれバ考へる程，母ニ心配かけ困窮させるのが実ニ身をさヽれる
よりつらいです。」とあり，文学の道を進むか，志半ばで家の長男としての道を進むか迷っている当
時の，母に対する切実なまでの心情を吐露している。ひとりで自分を育み，また時として鷹見家の跡
取りとして東京での文学の道をあきらめさせた母や家庭，反対に絶望のなかから自足を見出した自分
の家庭や子どもに，特別の慈愛，思慕といった情を持っていたと推察できよう。久太郎にとって，精
神的に自立するまでの重要な課題だった母家庭子どもといった要素，すなわち自分を形成し育ん
だこれらの要素こそが，その後の久太郎をして女性雑誌，子ども雑誌のプロデュース編集出版と
いう表現をせしめた原動力であったといっても大げさではあるまい。
3 鷹見久太郎と土井利泰氏とのかかわり
久太郎の曾祖父に肖像画の白眉として知られる渡辺崋山筆の国宝（東京国立博物館蔵）のモデル鷹見
泉石（天明5年 1785～安政5年 1858）がいる。泉石は，先述した雪の殿さまとして知られる土井利
とし
位
つら
（寛政元年 1789～弘化5年 1848）を補佐して，土井家の家老を勤めた。利位の大坂城代時代に大塩平八
郎を捕縛した功績があったことで知られる能吏でもあった。また，泉石は文化面でもすぐれた力を発
揮して，利位の著作『雪華図説』（天保3年 1832）板行にもかかわり，殿さまの著作の出板にあたっ
て編集作業を補佐，跋文も寄せた注19。泉石自身も日本最初のヨーロッパ地域図となる『新訳和蘭国
全図』の作成板行のほか，地理学者として多数の地図の収集のほかに『日光駅路里数之表』作成等
の業績がある。同表は，将軍の日光社参のために作成された，日光から江戸までの里数早見表である。
将軍の日光社参に際し，将軍のお泊まり城だった古河城にかかわる立場から，日光江戸間と各宿との
間の距離を一目で調べられる便利な表を作るという編集能力に長けた一面を見ることができる。いわ
ば泉石は洋学にも精通する土井家のブレーンであったといってよい。
さて，泉石という懐刀を得た利位は，その後，江戸幕府権力の頂点である老中首座にまで登りつめ
た。そこに名参謀としての泉石の働きがあったことも近年の研究で明らかになっている注20。近代，
華族制度のなかで，こうした関係が引き継がれている例は少なくないが，華族としての土井家にあっ
ても同様であった。すなわち，利泰氏と家令としての鷹見久太郎の関係である。
土井利泰氏は，華族の嗣子として育てられたが，畏怖と思慕の対象として家令や執事の存在があっ
た。家令や執事は，近代的な子どもの養育という面もなかったとはいえないが，おもに封建制のなか
で大切な単位であった「家」を絶やさず，継ぐことのできる人間を育てるために心血を注いだ。なか
でも子ども時代の利泰氏を畏れさせたのが，家令鷹見久太郎だった。
久太郎は，昭和6年（1931）東京社から退いたあと，土井家の家令となり，土井利孝に仕える。こ
こで土井家の嫡男の利泰氏に日常的にかかわっていくことになる。近代的な肖像画の白眉として知ら
れる先述の渡辺崋山筆の「鷹見泉石像」の，猛禽類を思わせると評される泉石の眼と同じような鋭い
眼で睨まれたり，「利泰君
ぎみ
」と声をかけられると子どもだった利泰氏は「はい」という返事以外でき
なかったという。子どもながらに眼のこわい人だったと記憶されている。写真13は久太郎の面影で
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ある。家令として徳川譜代の家の嗣子を育てようという責任がそうさせたのか，有無をいわせない態
度で利泰氏に接していた。
久太郎自身，早く父を亡くし，父親不在ゆえに挫折に向き合い，苦悩してきたという経験がある。
また，一方，利泰氏の父利孝は華族の絶頂期に恵まれて育ったため，人がよく，頼まれると大金を与
えてしまうといったことを繰り返し，昭和19年には，家宝の土井利勝の大小，野太刀，三間三尺の
鎗，百足の鎗，徳川家光公の産着，利位の顕微鏡等を売り払ってしまったという。安定した世の中で
あれば，持ち前の育ちのよさだけで豊かに暮らすことができたのだろうが，戦争に巻き込まれていく
日本にあって，利孝は困窮することになった。このような状況のなかで，家令久太郎は，利泰氏を困
難な時代にあっても家を守ることのできる男子として育てていかなければならないという強い責任を
感じたのであろう。子どもの利泰氏には都合の悪い時もあったと聞くが，おそろしいまでの威容は子
どもにとってよい強制力であり，よい教育であったそうだ。
4『コドモノクニ』と創作
久太郎が編集を務める雑誌のなかでも『コドモノクニ』（写真15）は，幼児教育者で東京女子高等
師範学校附属幼稚園主事だった倉橋惣三を編集顧問に据えた絵雑誌として児童文学史上高く評価され
ているものである。当時珍しかったB5判という大きさで，厚紙を使用，多色刷りにしたという書誌
的な特徴に加えて，中心的な絵，童謡，曲といった芸術的要素のほかにも，知識絵本的要素や子育て
をする母親たちにも誌上でその指針を与えるなどといった教育的内容に意を注いだ子どものための絵
雑誌であった注21。
利泰氏は，幼少期，自宅の本棚にすべてそろっていた久太郎の壮年期の業績『コドモノクニ』をむ
さぼるように読んだ注22という。『コドモノクニ』には，絵画主任岡本帰一（写真16），「童画」の命名
者として知られる武井武雄，初山滋，川上四郎，安泰，東山新吉（魁夷）など久太郎が選抜した画家
たちの作品が掲載されていて，いまなおそれぞれの絵は古びることのない輝きを保っているが，子ど
もの利泰氏には審美眼を磨く絶好のチャンスとなった。のちに『よい子のミュージカル』の挿絵を描
いたり，また，TBSにおいてテレビドラマをプロデュースする注23という職業に就いた時，この時
（42）
写真15『コドモノクニ』第6巻第1号
（昭和2年発行）
表紙画＝岡本帰一
写真16 岡本帰一筆「ふみきりばん」原画
『コドモノクニ』第4巻11号
大正14年10月号掲載
の経験が素地になったと述懐された。写真15のような影絵の存在を『コドモノクニ』を通じて知り，
氏のプロデュースしたTBSドラマ『奥様は十八歳』の一場面でも使用したそうだ。
また，久太郎の歌人，詩人としての影響は，利泰氏にも及んでいる。小学校に上がる前から心のま
まに短歌注24，俳句，詩を作っていたということである。昭和10年9月の『古河郷友會雑誌』注25の
「土井家の後胤」には，旧家臣たちが土井家の嗣子利泰氏の成長を喜ぶ様子にあふれているが，そこ
に利泰氏の俳句や詩を紹介し，その文才を讃えている。特別に習ったということではなく，ある時，
気がついたら作っていたという環境が用意されていたということであった。歌を詠むことは古くから
武士のたしなみ，武家の出身として必要な教育のひとつでもあったのである。
5 教育者鷹見久太郎
昭和3年生まれの利泰氏が記憶している家令久太郎は，東京社を離れ，一事業をなし終えたあとの
久太郎である。彼は，明治大正昭和というさまざまな意味で変化の大きい時代を見据え，どのよ
うな雑誌を世に出したらよいか，どのような雑誌を世の中では必要としているかを考え，また泉石ゆ
ずりの優れた編集能力を駆使して優れた雑誌を世に出した人物であった。
利泰氏にとって，感受性豊かな幼年期に，雑誌という文化の作り手であり，代々，土井家に仕えた
家のおとなに身近に接した経験は，大きなものであり，見逃すことはできない。
なお，利泰夫人の陽子氏も子ども時代，『コドモノクニ』の読者のひとりだった。毎号読んで楽し
むだけではなく，自身でも創作をされ，それを『コドモノクニ』に投稿している。入選の常連といっ
ても過言ではないほど，2歳4ヶ月から6歳までの間に童謡やお話が5回採用注26された経験を持つ。
子どもの頃に『コドモノクニ』等で培ったものがおとなになってプロの音楽家としての創作活動に結
実している。
事例4 恩師との交流
1 高等師範小学校
生まれてから家庭内ですぐれたおとなたち
と日常をともにしていた利泰氏は，小石川の
諸聖徒幼稚園（現，文京区千石）を経て，昭
和10年東京高等師範附属小学校に入学する。
そこで，学校という制度のなかからさまざま
な経験をしていく。写真17は同小学校入学
式の日に撮られたものである。
この小学校では，6年間ひとりの先生にク
ラスを任していた。利泰氏の6年間を通して
の担任は山之内才二先生。当時，東京高等師
範附属小学校では校長がみずから全国をまわ
り，全国から優秀な教員を集めて帰った。山
之内先生はそういった先生たちのなかのひと
（43）
写真17 東京高等師範附属小学校入学式の集合写真
前から3列目右から1人目母豊子氏，同8人目利
泰氏，4列目右から1人目父利孝氏，最後列右から
3人目が山之内才二先生。
りであった。引き抜かれて仙台から上京さ
れたというが，いわゆる教育エリートとい
う類の先生ではなく，むしろそういった人
たちからよくいわれないような存在だった。
理科，図工，音楽，体育以外の教科は担任
が教えた。今なお，利泰氏は山之内先生は
偉大な先生だったと述懐されている。
さて，子どもの利泰氏は，山之内先生を，
父母やほかのおとなという存在とはまった
く異なる存在として認識した。先生が「忘
れ物をした人は」とたずねると利泰氏は
「はーい」と素直に手を挙げて応えたそう
だ。忘れ物をしたことを隠蔽するなどとい
った卑怯なまねができない子どもでもあっ
た。また，算数や書取の覚えが悪かった利泰氏の様子を，先生は「若さま」をもじって「馬鹿さま」
といったそうだ。先生は「人間の脳ミソには限界がある。ただ覚えても利用しなければ何にもならな
い。それより自分が必要だと思うことを身につけなさい。役に立たないことで脳ミソを一杯にするこ
とはバカバカしいことだよ。」注27と指導された。卒業の時にはクラス全員にそれぞれの子どもに合わ
せて一枚ずつ色紙を書いて渡してくれたが，利泰氏の飽きっぽさを心配されて，「石の上にも三年居
れば温まる」というメッセージをもらった。この色紙も戦災で焼失してしまった。
6年間担任だった山之内先生に対して利泰氏はほかの子どもたちが抱かないような強い信頼を寄せ
た。先生も，華族の子弟だからといって利泰氏を特別扱いすることなく，ほかの子どもたちと同じよ
うに，分け隔てなく，ふつうに教育したという。東京高等師範附属小学校では子どもたちは純情で，
成績を気にするような生徒もいなかったそうだ注27。山之内先生はのちに仙台の視学となった。
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写真18 東京高等師範附属小学校遠足
鎌倉にて。昭和910年頃。帽子に赤房が付くのは
低学年，白房は高学年だった。2列目左から1人目利
泰氏。後ろに立つのが山之内先生。
昭和15年が皇紀2600年にあたるこ
とから，国を挙げて準備をし，お祝
いした。子どもたちも国民として参
加し，お祝いする。授業で，宮城前
広場（現，皇居前の広場）に埋める
タイムカプセルのなかに入れる品を
制作しているところ。右側前から二
人目が利泰氏。左奥に立って指導さ
れているのが山之内先生。日中戦争
や太平洋戦争開戦へという時代のな
かで，利泰氏も，日本が強くなるよ
うにと祈念して認めた習字の作品な
どを入れた。各自，お祝いする気持
ちを表現した。この写真は山之内先
生が送ってくださったという。
写真19 東京高等師範附属小学校教室風景
2 玉川学園での経験
昭和16年，東京高等師範附属小学校を卒業した利泰氏は，小学校卒業の頃からの病気で自宅療養
をし，その後，荏原中学，市立豊島中学を経て，玉川学園中学の二年生に進む。
当時の玉川学園は，小原國芳が「全人教育」という理想のもとに開校して10年ほど経った学校で，
利泰氏によれば，「落ちこぼれ」を集めた学園だった。小田急線の沿線の広い土地のなかにある農業
中心の特殊学校といった印象だったそうだ。転校するにあたっても試験などなく，学園長の小原先生
に面会しただけだった。
玉川学園では，小原先生のもとでさまざまな体験をする。授業は，各学年の学習内容が決まってい
るわけでなく，習熟度に合わせて三年生になっても一年生の勉強をすることがあった。また今ではな
くなっているという「自学手帳」と称するノートがあり，これを使って主体的に勉強されたという。
屋外での授業では，犬，猫，蛇を焼き，岩塩をかけて食べるということをした。今日いうところのサ
バイバル体験である。徴用の労役もこの玉川学園で経験したそうだ。
玉川学園では，学力偏重の勉強ではなく，生きる哲学を学んだ。ちょうど玉川学園に進む頃，父の
事業の失敗などが原因で当時住んでいた屋敷を手放し，牛込の貸家に転居するなど，これまでに経験
したことのない生活が始まったところだった。日本は太平洋戦争への道を進み，戦後までの長い混乱
期に入るが，そうした時期に学校という制度のなかで小原國芳の全人教育に出会う。利泰氏は「戦中
の東京」注28のなかで，「小原國芳先生の教えによって，戦中戦後の我が家の没落体験を乗り越え，
戦後の混乱期も一人ドラマのような変転の時代を生き抜いてこられたのだと思う。」と述べている。
もの創りの世界へ テレビ草創期の確立
昭和20年4月，空襲で牛込の家を焼失する。自立のために東京衛生技術者養成所にも通ったが，
自暴自棄に陥り，無頼の徒さながらの生活を送ったという。敗戦を経験。その後，文化学院で学び，
児童劇団テアトルピッコロ，農村漁村文化協会で人形劇などをしながら地方を移動してまわる。東宝
有楽座での大部屋俳優も経験している。
昭和22年から26年にかけて大映多摩川撮影所演技研究所第三期生，大映多摩川撮影所俳優課を経
て，昭和27年ラジオ東京に入社。ラジオドラマディレクターとなる。その後，昭和29年TBSテレ
ビに入社，かつて書生山口氏とともに公開展示で出会ったテレビジョンの業界に入る。昭和58年ま
でテレビドラマディレクター，テレビ映画プロデューサーとして活躍する。
生きる力への原動力
以上，土井利泰氏の聞き書きをもとに，彼がかかわった人々，利泰氏と彼のまわりで教育にあたっ
た人物とのかかわり，そして可能な限り彼らの足跡を明らかにした。利泰氏は筆者とのいくたびにも
わたる対話の最後にみずからまとめるようにして次のようなことを話された。初等教育の時代，この
時代に生きる力を学ぶことができた，と。
古今東西，その場所や相手，内容が異なっても子どもたちは教育をほどこされる権利を持つべきも
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のであろう。子どもには無限大の可能性があり，磨けば光る玉になる可能性があっても，磨かれなけ
れば原石のままで終わってしまう。ここで事例として取り上げた利泰氏の場合，ひとりの子どもが華
族の若さまとして生を受け，一見何不自由のない人生を歩むと思われながら，本人の意志とは全くか
かわりのない要因によって翻弄されていく。そういう意味では，いささか特殊な事例といってもよい
のかもしれないが，そうした破壊のなかで堕落していった子どもも少なくないなか，幸い利泰氏は最
良の教育者とのかかわりを持つことができた。そして利泰氏は，彼らとのかかわりのなかから生きる
力という哲学をみずから発見したにちがいない。
こんにち，初等教育の重要性が叫ばれるなか，その本質を問う必要性にあらためて思いをいたすも
のである。鷹見久太郎は時に子どもには難解とも思える和歌や伝統文化というものを伝え，山之内才
二先生は学習を通して辛抱や忍耐の大切さを教え，小原國芳先生は野太く生きる力強さを身につけさ
せた。一見，これらの教育は一貫性がないように思われるが，その底流に共通するものをかいまみる
ことができる。それ，すなわち，利泰氏のいう「生きる力」ではないだろうか。
この「生きる力」を育むための取り組みや試行錯誤がここ数年にわたり初等教育の世界でおこなわ
れている。利泰氏にかかわった教育者たちはいずれもみずからの専門を表現することのできた人物と
いえよう。そして彼らに共通する専門を超えた教育理念を探ることが解決の手がかりになるように思
われてならない。
初等教育に「生きる力」の便利な教科書は存在しえぬものかもしれないが，ここに取り上げた「教
育者」たちの伝える歴史のなかにヒントが隠されているのかもしれないと思われるのである。
注 5 ①中村悦子岩崎真理子著「絵雑誌『コドモノクニ』概説」（『コドモノクニ』総目次 上下』所収
久山社 平成810年）
②『子どもの本の世界展20世紀から21世紀への贈り物』神奈川近代文学館 古河文学館 平成13年
③『コドモノクニ 子供の王国絵本黄金時代展 コドモノクニに集った画家たち』多摩大学アートプラン
ニングレイ 平成15年
④古河歴史博物館特別展示「『婦人画報』100年編集者鷹見久太郎の仕事」平成17年
⑤「雑誌は時代の玉手箱 婦人画報アーカイブス」（『婦人画報』平成17年11月号）
⑥鷹見本雄著『国木田独歩の遺志継いだ東京社創業編集者鷹見久太郎』プリコ 平成21年11月 等
注 6 久太郎の編集にかかる雑誌，新聞は次の通り。『婦人画報』『少年少女画報』『少女画報』『日本幼年』「少
女新聞」『婦人界』『コドモノクニ』『学芸』（『東洋学芸雑誌』を改題）『幼女の家』『子供パック』等。
注 7 矢野龍溪創始。龍溪は久太郎がのちに入社する近事画報社創始者でもある。
注 8 初子の実弟は美術史家藤懸静也である。
注 9『黄菊白菊日記の二』明治32年10月9日～11月15日の鷹見久太郎の日記
注10『落葉場裡日記之三』明治32年12月6日～同33年1月14日の鷹見久太郎の日記
注11 故郷古河を流れる思川からつけた号とされる。思川は利根川の支流。
注12 明治34年『明星』11号，16号に短歌。明治35年『第二明星』二月号に散文詩。『小柴舟』第二編に散
文詩。明治36年『古河郷友會雑誌』第14号散文詩。明治38年『急先鋒』1号に散文詩。明治39年『新
古文林』に散文詩，小説。
注13 第20号「会員消息」
注14『婦人画報』を改称して継承。明治40年12月『古河郷友會雑誌』第22号に『東洋婦人画報』の広告が
ある。
注15 この間の事情は窪田空穂の随筆（「『皇族画報』出版の末 明治時代の営業雑誌記者としての思い出」
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『日本短歌』昭和9年5月号8月号）に詳しい。
注16 第23号「会員消息」
注17『皇族画報』の皇室系図をめぐり，雑誌回収を余儀なくされたことが契機という。
注18『三月廿四日より うきくさの日記 三』明治29年3月24日～27日の鷹見久太郎の日記
注19 古河歴史博物館展示図録『雪の華「雪華図説」と雪の文様の世界』平成7年
注20『古河歴史博物館紀要 泉石』第1号～第8号（平成2～20年）や，『鷹見泉石展 国宝のモデルが集め
た文物』（古河歴史博物館 平成16年）など。
注21『少女画報』大正11年1月号（第11巻1号）の見返しに創刊前の『コドモノクニ』の広告があるので以
下に紹介する。
いよいよ生れました 高級絵雑誌 コドモノクニ 厚紙の頁の多い高襟
ハイカラ
な 大判の美しい絵雑誌 数あ
る絵雑誌の中で これが一番王様です
子供の教育に注意する親達は先づ斯道諸大家の執筆に成れるこの絵雑誌を御覧なさい。真に安心して与
へられる唯一の高級絵雑誌です
注22『コドモノクニ』は自宅にすべてそろっていたが，戦災ですべて焼失した。土井家所蔵の美術工芸品の多
くも，そのほとんどが失われてしまったが，利泰氏が空襲をさけて避難させておいた原羊遊斎の蒔絵盃
が今に伝わっている。それらは現在，土井家伝来品として古河歴史博物館に所蔵されている。なお，同
品については，高尾曜氏「原羊遊斎の蒔絵盃と古河藩」（『古河歴史博物館紀要 泉石』第8号 平成20
年3月）に詳しい。
注23 大映多摩川撮影所演技研究所第三期生，大映多摩川撮影所俳優課（芸名 守邦彦），ラジオ東京（ラジオ
ドラマディレクター）を経て，昭和29年（1954）TBSテレビ入社。テレビドラマディレクター，テレ
ビ映画プロデューサーを務める。昭和58年（1983）TBSを定年退職。『サインはV』『アテンションプ
リーズ』『赤い靴』『なんたって十八歳！』『GOGO！ チアガール』『水戸黄門』『大岡越前』『江戸を斬
る』など多数のドラマ番組をプロデュースした。なかでも『サインはV』（主人公岡田可愛版。昭和
44～45年放送）は最終回の45話まで30％の高視聴率を維持した。ドラマの企画から制作に至るまでに
ついては，土井利泰著『振り向いてテレビ』（中央公論事業出版 昭和63年），『あなたもタレントにな
れる』（音教社 昭和61年），『テレビは電波かわら版で丁度良い』（近代文藝社 平成8年）に詳述され
ている。
注24 幼年期の短歌は残されていないが，土井利泰著「ある旧華族の八月十五日」（『新潮45』平成5年9月号）
に紹介されている少年期の作品を1首抄出しておく。
思うまま，吹けよ夷のつむじ風，しのびて吹かそ，のちの神風
また，昭和20年4月13日空襲で牛込の家が焼かれた時の歌も掲げる。
枝は折れ幹枯るるとも根は生きて，きっと芽を出し花をさかさん
注25『古河郷友會雑誌』第65号（昭和10年9月）「土井家の後胤」に曙の舎が紹介している利泰氏について
の様子や詩作。
土井大炊頭利勝公から第十六代の御世継になられる利泰公の事でありますが，公は未だ袴着のお祝を
すまされたばかりの幼稚園の生徒でありますが，先天的とでも云ふのでしやうか，御発で技能の秀で
た点は，御両親ばかりでなく，お側の人や私等も時々驚嘆する事があるのであります。其の一二は書画
でありますが，何れも御両親の遺伝とでも云ふのでしやう，御自筆「日本一」などは，其の妙を得たも
のでありました。最も詩才にたけて居られる様です。何故かと云ふと，どうして発句の五七五を覚えら
れたのか，或る雨上りの日に，「僕。斯う云ふ事を考へた」と突然自発的に私にきかされましたのは，
雨垂や一つ落ては又一つ
（中略）
花園をきれいな姫よ見て暮せ
風吹けばちらりちらりと落る菊
次に童謡の様な，新体詩の様な，佳作があります。是れは，昭和九年十一月の作だそうですから，何
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卒御了解を願ひます。
やさしい心のお釈様
きれいなお花にポンと乗つて
ニコニコお顔でいらつしやる
○
村の旅人帰る時
ひばりがピイチク鳴いてゐる
村の旅人何処へ行く
村の旅人里に行く
○
飛行機ブンブンいさましい
お空を見るともうゐない
あちらを見ると飛んでゆく
（原文の漢字は適宜新字体に改め，2字おどりは開いた）
注26 ①『コドモノクニ』昭和9年5月号（第13巻6号）特選コドモ童謡「トンボトリ」東京佐々木陽子2歳4
ヶ月。
②昭和9年7月号（第13巻8号）特選コドモオ話「ケムリ」東京佐々木陽子5歳5ヶ月。
③昭和9年11月号（童謡号）（第13巻13号）特選コドモ童謡「アメノアサ」東京佐々木陽子5歳9ヶ
月。
この作品には西條八十の評が付いている。該当ページを紹介する。
サカヤ ノ コゾサン ト／コメヤ ノ コゾサン ト／オウチ ノ ヨコツチヨ デ／デアツ
タ ヨ，／ノンキナ コゾサン／オホキナ オカサ ヲ／クルクル マハシ ナガラ／オハナシ
シテル ヨ。
（評）の
、
ん
、
き
、
で朗かな景色です。お話風に謡
うた
つてゐて，／それでムダがなく調子がすら

と行
つてゐる／ところ，よい謡でした。（西條八十）
④昭和10年2月号（第14巻2号）特選コドモオ話「イウビンヤサン」東京佐々木陽子5歳11ヶ月。
⑤昭和10年3月号（第14巻3号）特選童謡「シカノアンテナ」豊島 佐々木陽子6歳。①②③⑤は単
色刷り1頁，④は多色刷り見開き2頁で，いずれも絵を添えられる形で掲載されている。
土井（佐々木）陽子氏には，先述の『よい子のミュージカル』のほか，『ワルツの森』『詩集ママのお
ひざ』『よい子のピアノソルフェージュ』『はじめて見るおんぷの本 上下』『よい子のがくてん』等
の著書がある。
注27「私の戦前教育」（土井利泰氏未発表原稿）
注28 土井利泰氏未発表原稿
鷹見久太郎の日記（注9，10，18）は，鷹見家歴史資料（古河歴史博物館蔵）。
写真提供
写真13，14，16 鷹見家歴史資料古河歴史博物館
写真17～19 土井利泰氏
写真15 架蔵本
本稿をなすにあたり，土井利泰氏土井（佐々木）陽子氏には，たびたびの面談および資料閲覧と写真提供で
お世話にあずかった。また，古河歴史博物館では，資料閲覧および写真提供にご協力をいただいた。謹んで御礼
を申しあげる次第である。
（とよだ ちあけ 初等教育学科）
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